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日本化薬グループ会社のCSRコミットメント
日本化薬グループは国内20社、海外20社の計40社で、世界９カ国で事業展開しています。
連結グループ会社のCSRコミットメントを掲載します。すべての連結グループ会社のCSRコミットメントは、
ウェブサイトにて公開していますので合わせてご覧ください。
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基盤となるCSR活動

　日本化薬福山のＣＳＲ活動は、地域社会との共存・
共栄を目指した活動が主体です。創立98年の福山に根
差した工場であり、地域の活性化のために労働安全衛
生、消防、人権啓発、環境保全、祭りや行事の支援につい
て活動をしていて、今後も続けてまいります。また、当社
の製品のひとつである産業用インクジェットプリンタ用
色素は、染色工業において廃液を削減するなど環境負
荷の少ない製品であり、環境保全にも役立つことを期
待しています。

機能化学品事業日本

　ポラテクノは「光を制御する」をキーワードに事業を展
開しています。光を制御するポラテクノの各種製品を提
供することにより、お客様やそれらの製品が使われた商
品を使用される一般消費者の皆さまの安全、省エネル
ギーや快適な生活に貢献し、ひいては環境にやさしい世
界が実現できるよう努力いたします。ポラテクノの製品が
生活になくてはならぬものであり続けることがＣＳＲの
最大の課題と考えています。

機能化学品事業　日本　現在、台湾日化は　　　　　　　　　を実現するため
に、①お客様のニーズを正確に把握し、社内の関連部門
に伝えるよう日常業務の質の向上に努めること。②日本
交流協会、台北市工商会等の部会活動、委員会活動、各
種行事に積極的に参加・協力することにより現地の文化・
経済交流に寄与するよう活動すること。③　　　　　
　　　を常に意識するために社内の中心に企業ビジョ
ンボードを掲げ、各自携帯用カードを常に持ち歩き日常
活動を行っています。今後も地域社会に貢献するよう積
極的にCSR活動に取り組んでまいります。

医薬事業・機能化学品事業台湾

　マイクロケムは、当社従業員の福祉、地域社会や環境のた
めに、また、ステークホルダーの皆さまの経済的価値のため
に果たすべき企業責任を約束します。私たちは、お客様が当
社の革新的な製品や技術を通じて成功するよう献身して支
援していきます。また、私たちは、私たちのビジネスの成功が
当社の高い倫理原則と社会の期待に沿ったものであること
を確かにしています。

機能化学品事業アメリカ　上海化耀国際貿易有限公司（SKT）は中国および
ASEAN地域向けに染料、産業用インクジェットプリン
タ用色素、感熱用顕色剤などを販売しています。これら
の地域における環境、省エネルギー問題は今後ますま
す重要になっていきます。特に繊維への染色を行うお客
様では、環境への配慮や省エネルギー化が非常に重要
な課題となっています。そのような中、私たちは染色工
程を従来の約半分の時間で終了可能な染料を積極展
開することで、お客様の効率生産、省エネルギー化、排
水量の削減等に貢献しています。

機能化学品事業中国

　ドイツでは労使間の問題を専門に扱う労働裁判所が
あり、企業に対するCSR経営に則った事業活動・従業
員への配慮を行うことが求められており、個人レベルで
の意識が非常に高い国であります。当社では　　

の冊子を使用しCSR経営の理解をさらに深め、
従業員の安全・健康な職場を作るために、通勤途上災
害・通勤途上事故のゼロと有給休暇の完全取得を目指
します。今後も地域社会に配慮したCSR活動に積極的
に取り組みたいと思います。

機能化学品事業ドイツ

　Indet Safety Systems a.s. (以下ISS) は、セイフティ
システムズ事業本部の海外関連会社として創業15周年
を迎えました。元々、チェコ共和国は共産圏に属していた
ため、CSRという言葉自体に馴染みが薄く、CSRの概念
を理解させることから開始しました。近年ようやくCSR
という言葉が定着しつつあり、それに伴いCSR活動が活
発になり、CSR経営の実現に向けて日々取り組んでいま
す。他の地域同様に、ISSが立地するフセチン市も高齢化
社会の進展に伴う医療の課題や大都市への人の流出に
よる過疎化など、様々な社会問題に直面しています。医療
に関しては、地元病院との関係を強化しサポートを継続
します。また自動車産業のグローバル化により、高品質の
ISS製自動車安全部品が世界各地で使用されることによ
り、交通事故から人命を守ることをステークホルダーの
皆さまへの約束と位置づけています。

セイフティシステムズ事業チェコ

　化薬（湖州）安全器材有限公司（KSH）では2013年
に、「企業ビジョン」5項目と「私達の目標」3項目を策定
しました。2014年度は、重点課題として、「品質確保お
よび生産性向上のための教育の充実」「適切な法対応に
よるコンプライアンスの徹底」を掲げ、日々の活動に落と
し込みます。具体的には、倫理的な行動と遵法では「コン
プライアンス委員会設立」、セキュリティー確保では「監
視カメラシステムの整備」、顧客満足の追求では
「TS16949認証取得」、安全・健康・公正な職場では
「QC活動」、人材開発では「英語教育」を課題として取り
組みます。
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